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い
て
、
加
入
希
望
又
は
説
明
を
要

望
さ
れ
る
場
合
は
県
板
事
務
局
へ

ご
一
報
を
／
、
詳
し
い
事
は
地
域

担
当
の
厚
生
委
員
か
ら
報
告
を
受

け
て
下
さ
い
。

以
上
の
如
く
数
多
く
の
審
議
の

概
要
を
述
べ
ま
し
た
が
、
当
委
員

会
は
福
利
厚
生
的
要
素
が
主
体
で

あ
り
、
ご
理
解
を
頂
け
る
に
は
時

間
を
か
け
つ
つ
、
皆
様
方
の
企
業

の
繁
栄
に
結
び
つ
く
施
策
と
し
て
、

是
非
と
も
ご
理
解
の
上
協
賛
し
て

頂
け
ま
す
事
を
念
願
し
報
告
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
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業
の
安
全
に
も
結
び
つ
く
も
の
で

す
。

一
方
で
は
無
災
害
を
継
続
す
る

事
に
よ
っ
て
、
掛
金
の
一
部
が
、

組
合
並
び
に
支
部
に
還
元
さ
れ
、

合
理
的
な
資
金
源
と
な
り
、
組
合

活
動
が
尚
一
層
有
意
義
に
展
開
さ

れ
、
組
合
員
一
人
一
人
に
至
る
ま

で
メ
リ
ッ
ト
が
公
平
に
分
ち
合
え

る
事
を
願
い
、
愛
県
板
の
進
路
を

担
う
唯
一
の
方
策
と
言
え
よ
う
。

其
の
他
と
し
て
「
ス
ー
パ
ー
ガ

ン
保
険
」
の
加
入
の
斡
旋
を
取
扱

う
事
と
な
り
、
各
々
の
支
部
に
於

七
月
八
日
県
板
三
階
会
議
室
に

て
総
務
委
員
十
二
名
全
員
出
席
の

上
総
務
委
員
会
を
開
催
し
た
。
席

上
委
員
長
は
浅
学
非
才
な
私
が
副

理
事
長
及
び
総
務
委
員
長
に
指
名

さ
れ
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

い
る
所
で
あ
り
先
班
は
じ
め
委
員

皆
様
の
ご
協
力
を
御
願
い
し
た
い

と
挨
拶
し
た
。
初
め
に
出
席
委
員

の
自
己
紹
介
が
あ
り
委
嘱
状
が
伝

達
さ
れ
た
。
厚
生
委
員
会
開
催

～
難
問
を
抱
え
て
の
挑
戦
～

厚
生
委
員
長
沼
津
啓
ニ

リ
監
睦
維
謡
耕
誕
函
紳
州
壱
時
誰
一
群
稚
酔
諏
鈍
恥
唯
詮
議
割
ず
諦
麺

村
上
新
体
制
に
伴
い
新
し
い
メ

ン
バ
ー
で
発
足
し
た
各
委
臭
云
は
、

七
月
に
入
り
一
斉
に
事
業
計
画
に

も
と
づ
い
た
委
員
会
活
動
を
精
力

的
に
開
始
し
た
。
第
一
回
の
委
員

会
に
は
村
上
理
事
長
も
出
席
し
て

総
務
委
員
会
開
催

総
務
委
員
長

保
証
委
員
会
開
催

さ
れ
た
新
顔
、
新
厚
生
委
員
の
参

集
を
仰
ぎ
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
吉
田
専
務
理
事
の
ご
出
席
の

も
と
、
沼
津
新
厚
生
委
員
長
に
よ

る
経
過
説
明
と
、
今
年
度
の
活
動

の
方
針
に
就
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、

理
事
長
名
に
よ
る
委
嘱
状
が
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
に
手
渡
さ
れ
、
責
任

の
重
大
さ
を
肌
で
感
じ
、
新
た
な

改
革
を
求
め
ら
れ
る
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

今
回
は
昨
年
度
に
引
継
ぎ
、
諸

問
題
を
携
え
て
の
ス
タ
ー
ト
で
、

先
づ
は
懸
案
と
な
っ
て
い
る
案
件

は
、
全
国
板
金
業
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
々
で
、
法
的

に
対
象
と
な
っ
て
い
る
事
業
所
の

中
で
、
適
用
除
外
申
請
の
件
で
本

部
、
又
は
県
板
の
担
当
係
官
よ
り
、

機
関
紙
並
び
に
文
章
な
ど
に
よ
り
、

数
回
と
な
く
確
認
の
意
味
に
於
い

て
、
連
絡
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

処
で
す
が
、
今
だ
に
未
届
の
事
業

所
が
多
数
存
在
す
る
と
の
事
、
後

悔
の
な
き
様
十
分
な
配
慮
を
求
め

る
と
共
に
、
最
善
の
解
決
策
と
し

て
、
支
部
会
に
於
い
て
趣
旨
を
ご

説
明
を
頂
く
と
共
に
、
こ
れ
ら
の

届
出
に
際
し
て
は
、
指
定
期
日
が

迫
っ
て
い
る
事
も
考
慮
の
上
、
再

検
討
の
程
を
／

更
に
、
全
国
板
金
業
者
国
民
年

金
基
金
の
加
入
に
関
し
て
の
審
議

に
移
り
、
基
金
へ
の
加
入
増
強
の

観
点
か
ら
、
中
央
よ
り
当
県
板
に

対
し
、
若
干
名
の
勧
誘
の
要
望
が

求
め
ら
れ
、
当
県
仮
と
し
て
の
解

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
保

証
委
員
長
の
大
役
を
お
引
受
け
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
が
浅
学
非
才

で
目
的
を
達
成
す
る
事
が
出
来
る

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
こ
の

業
界
が
発
展
す
る
為
に
頑
張
っ
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。
幸
い
に
も

保
証
事
業
に
関
わ
る
全
板
講
師
を

務
め
て
お
り
ま
す
斉
藤
副
理
事
長

始
め
九
名
の
方
が
担
当
し
て
く
れ

ま
す
の
で
心
強
く
思
い
ま
す
。
思

い
お
こ
す
と
昭
和
五
十
七
年
第
一

回
の
講
習
会
が
行
わ
れ
て
十
六
年

位
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
塩
ビ
雨

ど
い
銅
板
屋
根
鋼
板
屋
根
保
証
制

度
と
四
部
門
の
講
習
会
修
了
事
業

所
に
は
保
証
工
事
の
登
録
番
号
入

の
看
板
が
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
愛
板
組
合
員
の
事
業
所
で
な
け

れ
ば
保
証
工
事
の
対
象
に
参
加
す

決
策
と
し
て
は
、
若
年
層
に
的
を

絞
り
加
入
し
て
頂
く
事
が
、
尚
一

層
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
何
故
な
ら
掛

金
が
定
額
で
、
支
払
に
余
り
負
担

が
か
か
ら
な
い
と
も
言
え
ま
す
。

皿
世
紀
が
到
来
す
る
中
で
、
年

金
給
付
の
条
件
が
減
少
す
る
可
能

性
も
充
分
あ
り
得
る
事
で
、
基
金

へ
の
加
入
が
計
画
的
に
設
計
さ
れ

れ
ば
、
現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
国

民
年
金
よ
り
も
、
遥
か
に
有
利
な

上
乗
せ
給
付
と
な
り
、
合
算
す
る

事
に
よ
り
厚
生
年
金
の
受
給
資
格

者
と
、
同
等
な
給
付
額
と
な
り
得

る
も
の
と
試
算
す
る
処
で
、
是
非

共
再
検
討
さ
れ
加
入
さ
れ
る
事
を

お
勧
め
致
し
ま
す
。

さ
て
、
共
済
制
度
に
関
し
て
は
、

周
知
の
通
り
歴
史
は
古
く
、
ご
理

解
を
得
て
い
る
処
で
す
が
、
尚
一

層
の
充
実
を
図
り
た
く
再
度
審
議

を
重
ね
た
処
で
す
。
発
足
当
初
か

ら
全
体
的
に
展
望
す
る
に
、
加
入

率
の
低
迷
が
議
題
と
な
り
、
組
合

員
の
公
生
を
期
す
る
た
め
に
は
、

総
て
の
組
合
員
が
加
入
さ
れ
る
事

が
原
則
で
、
今
だ
に
未
加
入
の
組

合
員
に
対
し
所
属
す
る
、
支
部
長
、

並
び
に
関
係
役
員
の
方
々
の
ご
理

解
の
も
と
、
加
入
促
進
を
お
願
い

致
し
た
く
、
決
議
し
た
処
で
あ
り
、

今
後
の
成
果
を
期
待
し
経
過
を
見

守
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
趣

旨
は
労
災
の
上
乗
せ
と
、
万
が
一

の
災
難
に
備
え
て
、
心
の
守
神
と

し
て
身
の
安
全
、
即
ち
家
庭
・
企

拾
委
員
長
長
谷
川
信
俊

審
議
に
入
り
今
後
の
委
員
会
の

活
動
検
討
に
入
っ
た
。
組
織
、
総

代
会
、
新
年
懇
親
会
、
全
板
大
会
、

各
種
被
表
彰
者
選
考
等
多
く
の
事

業
が
山
積
し
て
い
る
。
委
員
か
ら

は
各
行
事
の
来
賓
に
つ
い
て
の
意

見
が
出
さ
れ
た
が
、
結
論
が
で
ず

三
役
に
一
任
さ
れ
た
。
次
回
委
員

会
を
九
月
に
開
催
す
る
予
定
で
閉

会
し
た
。

各
委
員
に
委
嘱
状
を
手
渡
し
二
年

間
の
任
期
を
組
合
事
業
に
貢
献
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

以
下
は
委
員
長
の
就
任
挨
拶
を

交
え
た
五
委
員
会
の
会
議
内
容
を

特
集
し
た
。

愛

保
証
委
員
長
大
友
堅
治

る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
又
各
支
部

に
お
か
れ
ま
し
て
も
保
証
工
事
に

対
す
る
説
明
が
十
分
な
さ
れ
て
な

い
の
が
現
状
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
委
員
会
員
講
習
会
を

行
い
各
支
部
に
お
い
て
十
分
な
指

導
説
明
が
出
来
る
様
に
し
必
要
が

あ
れ
ば
他
委
員
会
合
同
も
考
え
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
保
証
事
業
が

営
業
展
開
の
一
端
と
し
各
事
業
所

が
益
々
発
展
す
る
事
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

〈
会
議
内
容
〉

７
月
肥
日
㈲
午
後
よ
り
県
板
３

階
会
議
室
に
お
い
て
出
席
者
過
名

で
行
っ
た
。

１
．
議
題
保
証
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

斉
藤
副
理
事
長
よ
り
責
任
施
工



ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し
た
が
曲
げ
板

金
に
一
級
、
二
級
に
各
一
名
づ
っ

受
験
さ
れ
た
。

東
三
吉
田
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昨
年
ま
で
は
岡
崎
市
の
工
学
院

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
年
は
愛

知
県
名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校
で

七
月
二
十
日
に
試
験
日
、
二
十
一

日
に
審
査
日
で
行
わ
れ
た
。
二
十

日
の
試
験
日
に
は
「
内
外
装
」
一

級
十
五
名
、
二
級
二
十
七
名
の
受

験
生
諸
君
が
、
村
上
理
事
長
、
石

原
検
定
試
験
全
責
任
者
の
挨
拶
や

励
ま
し
の
言
葉
の
後
、
検
定
員
の

加
納
さ
ん
よ
り
注
意
事
項
の
説
明
、

試
験
に
立
ち
会
わ
れ
る
愛
知
県
立

名
古
屋
高
等
技
術
専
門
校
、
花
井

光
幸
先
生
よ
り
一
級
の
Ｘ
寸
法
が

発
表
さ
れ
午
前
十
時
試
験
開
始
。

標
準
時
間
一
級
が
四
時
間
三
十

分
、
二
級
が
四
時
間
で
打
ち
切
り

は
各
三
十
分
ま
で
。

普
段
と
ち
が
う
緊
張
し
た
顔
が

あ
る
、
受
験
生
に
聞
い
た
が
下
向

き
で
作
業
す
る
視
界
に
検
定
員
の

靴
が
入
る
と
「
び
く
っ
」
と
す
る

そ
う
だ
、
い
い
経
験
で
あ
る
。
今

年
は
検
定
員
も
反
省
す
る
こ
と
も

多
々
あ
り
、
た
と
え
ば
片
付
け
を

打
ち
切
り
後
に
す
る
、
製
図
の
統

一
化
を
計
り
二
分
の
一
書
け
ば
良

い
の
で
は
な
く
、
ト
タ
ン
に
直
接

書
か
な
い
よ
う
に
す
る
。
模
擬
試

験
の
時
も
何
か
あ
れ
ば
手
を
上
げ

さ
せ
て
検
定
員
が
出
向
く
様
に
し

て
は
ど
う
か
。
特
に
製
図
に
関
し

て
は
統
一
す
べ
き
と
思
う
。

受
験
生
の
諸
君
暑
い
中
ご
苦
労

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
で
は
組

合
活
動
や
主
張
ま
た
関
係
す
る
情

報
を
組
合
員
に
提
供
す
る
機
関
紙

「
愛
板
」
を
一
月
か
ら
十
一
月
ま

で
年
十
一
回
発
行
し
て
い
る
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
は
ど
の
程

度
参
考
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
、
広
報
委
員
み
ん
な
が
関
心

を
持
っ
て
い
る
。
毎
回
支
部
の
動

き
や
支
部
の
行
事
な
ど
を
そ
の
地

域
の
広
報
委
員
が
二
十
八
日
前
後

の
編
集
委
員
会
に
持
ち
寄
り
編
集

し
て
い
る
。

今
回
で
三
百
十
九
号
の
発
行
と

な
る
が
昭
和
四
十
二
年
七
月
二
十

日
発
行
の
一
号
か
ら
五
十
八
年
発

行
の
百
六
十
一
号
ま
で
は
発
行
日

が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
が
昭
和
五

十
八
年
五
月
第
百
六
十
二
号
か
ら

発
行
日
を
一
月
は
一
日
で
以
外
は

伽
１
棟
、
板
金
工
事
一
式
で

も
保
証
申
請
の
保
険
料
は
そ

れ
程
か
か
ら
な
い
。

②
責
任
施
工
制
度
は
非
常
に

難
し
い
、
設
計
士
、
元
請
に

説
明
・
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

③
東
三
支
部
組
合
員
で
現
場

用
看
板
を
作
成
し
た
ケ
ー
ス

を
紹
介
し
た
。

側
豊
川
市
商
工
会
の
新
聞
に

責
任
施
工
制
度
の
ア
ピ
ー
ル

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

制
度
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
説

明
が
な
さ
れ
た
。

川
「
建
築
板
金
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
責
任
施
工
と
の
関
連
性
に

つ
い
て

②
責
任
施
工
制
度
の
目
的
に

つ
い
て

③
全
板
連
型
（
責
任
施
工
制

度
）
の
仕
組
み
と
役
割
に
つ

い
て

側
責
任
施
工
制
度
へ
の
取
組

と
そ
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

２
．
意
見
質
問

青
年
部
第
旧
回
総
代
会

中
部
板
金
工
業
組
合
協
議
会

様
で
し
た
、
受
験
の
為
に
で
は
な

く
現
場
で
こ
の
技
術
を
生
か
し
て

下
さ
、
い
。
花
井
先
生
二
日
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
検
定
員

の
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
、
受
験

生
に
な
り
か
わ
り
御
礼
申
し
上
げ

山

毎
月
十
五
日
と
な
っ
た
。
委
員
会

制
と
な
っ
た
の
は
昭
和
五
十
四
年

か
ら
で
初
代
委
員
長
は
松
井
住

氏
、
二
代
目
委
員
長
は
磯
崎
欽
伍

氏
が
昭
和
五
十
六
年
五
月
に
就
任
、

昭
和
五
十
八
年
一
月
に
異
例
の
機

構
改
革
と
人
事
異
動
が
な
さ
れ
現

在
の
斉
藤
広
報
委
員
長
の
誕
生
と

な
っ
た
。

委
員
会
制
に
な
っ
た
当
時
か
ら

の
広
報
委
員
に
は
一
宮
支
部
の
佐

藤
忠
雄
氏
や
碧
南
支
部
の
高
橋
銀

吾
氏
が
現
在
も
活
躍
し
て
い
る
。

紙
面
は
一
面
に
愛
知
県
板
金
工

業
組
合
主
催
の
行
事
や
業
界
に
関

連
す
る
重
要
な
事
項
を
掲
載
し
二

面
は
一
面
に
準
ず
る
記
事
に
広
報

委
員
や
組
合
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

記
事
、
三
面
は
安
全
労
務
関
係
や

関
連
す
る
業
界
か
ら
の
記
事
、
四

中
板
協
青
年
部
の
総
代
会
は
、

平
成
７
年
度
よ
り
会
場
が
中
部
７

県
の
持
ち
回
り
と
な
り
第
３
回
目

を
石
川
県
担
当
と
し
平
成
９
年
７

月
過
日
側
石
川
県
金
沢
市
ホ
リ
デ

イ
。
イ
ン
金
沢
に
て
午
前
ｎ
時
よ

り
開
会
し
ま
し
た
。
総
代
肥
名
中

出
席
妬
名
、
委
任
状
３
名
と
い
う

参
加
内
容
で
会
議
は
成
立
し
ま
し

た
。
愛
知
県
よ
り
、
河
田
部
長

（
東
三
）
、
筒
井
副
部
長
（
西
尾
）
、

岩
崎
会
計
（
安
城
）
、
西
川
書
記

（
中
川
港
）
、
松
井
相
談
役
（
豊
田
）

の
５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
石
川

県
板
青
年
部
の
司
会
進
行
で
始
ま
っ

た
総
代
会
は
、
前
田
能
孝
福
井
県

板
青
年
部
長
の
開
会
の
辞
、
中
板

協
青
年
部
部
長
の
桑
原
康
成
氏

（
三
重
）
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
紹

介
が
あ
り
、
中
板
協
会
長
、
宇
野

万
木
男
（
岐
阜
県
板
理
事
長
）
、

戸
水
義
雄
（
石
川
県
板
理
事
長
）
、

越
村
正
（
石
川
県
板
副
理
事
長
）
、

木
村
亮
一
（
石
川
県
板
専
務
理
事
）
、

木
下
繁
（
石
川
県
鉄
鋼
二
次
製
品

問
屋
組
合
代
表
）
の
五
氏
が
紹
介

技
能
委
員
会

面
は
支
部
便
り
に
支
部
の
活
動
状

況
な
ど
を
柱
と
し
て
編
集
し
て
い

る
。
例
年
四
、
七
、
十
一
月
は
行

事
が
少
な
く
記
事
が
不
足
す
る
。

逆
に
一
月
や
五
月
六
月
は
多
す
ぎ

て
掲
載
に
困
っ
て
し
ま
う
。
一
号

発
行
か
ら
二
百
号
ま
で
は
毎
号
必

ず
関
連
商
社
か
材
料
店
の
協
力
を

得
て
広
告
を
掲
載
し
て
い
た
が
昭

和
六
十
二
年
五
月
第
二
百
六
号
以

後
広
告
は
一
切
掲
載
し
て
い
な
い
。

広
告
を
掲
載
す
れ
ば
記
事
が
不
足

し
た
時
に
は
広
告
で
埋
め
合
わ
せ

が
出
来
て
都
合
が
良
か
っ
た
し
広

告
料
も
少
し
は
入
っ
て
い
た
が
そ

の
分
広
告
に
頼
っ
て
し
ま
う
面
が

あ
っ
た
。
現
在
は
全
く
広
告
も
無

し
で
組
合
費
で
月
千
部
を
発
行
し

て
い
る
。

印
刷
は
昭
和
五
十
八
年
百
六
十

二
号
か
ら
現
在
も
南
区
の
加
藤
印

刷
に
依
頼
し
て
い
る
。
委
員
会
で
編

集
し
た
記
事
を
印
刷
に
送
り
そ
の

後
変
更
や
訂
正
を
記
事
を
受
け
持
っ

た
委
員
で
校
正
後
発
行
と
な
る
。

紙
面
サ
イ
ズ
は
以
前
か
ら
検
討

さ
れ
て
い
た
が
愛
知
県
内
で
発
行

さ
れ
て
い
る
各
種
機
関
紙
百
三
十

一
誌
を
見
る
と
六
○
％
が
Ｂ
５
サ

イ
ズ
で
あ
り
サ
イ
ズ
は
そ
の
ま
ま

で
三
百
二
十
号
か
ら
は
紙
面
を
一

新
一
面
を
六
段
で
一
段
十
三
字
に

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
少

し
は
読
み
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。

今
後
も
広
報
委
員
全
員
が
努
力
し

て
組
合
員
の
機
関
紙
「
愛
板
」
を

育
て
て
い
き
た
い
。
鷲
見

さ
れ
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

石
川
県
板
青
年
部
副
部
長
松
田
茂

樹
氏
を
議
長
に
選
出
し
て
議
案
審

議
に
入
り
第
１
号
議
案
（
事
業
報

告
、
決
算
報
告
）
よ
り
順
次
可
決

承
認
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
回

も
特
に
平
成
９
年
度
の
事
業
と
し

て
、
平
成
皿
年
２
月
Ⅳ
日
㈹
～
肥

日
㈱
に
わ
た
り
『
第
加
回
全
国
建

築
板
金
競
技
大
今
匿
が
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
担
当
、
静
岡
県
の
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
静
岡
で
開
催
さ
れ
る
事
が

報
告
さ
れ
各
県
の
一
層
の
連
帯
が

望
ま
れ
る
と
の
事
で
し
た
。
ま
た
、

メ
ー
カ
ー
展
示
が
行
わ
れ
太
陽
光

発
電
用
屋
根
材
、
雨
ど
い
金
物
第

７
社
の
参
加
が
在
り
ま
し
た
。
総

代
会
終
了
後
会
場
を
別
室
に
移
し

て
懇
親
会
が
協
賛
メ
ー
カ
ー
も
同

席
し
て
開
催
さ
れ
、
途
中
各
県
参

加
者
の
自
己
紹
介
な
ど
が
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
内
に
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
は
富
山
県
板
青
年
部
担

当
で
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

豊
田
松
井

愛

技
能
検
定

紙面一新

組
合
員
の
機
関
紙
『
愛
板
』

広
報
委
員
会



始
め
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
〃
雨
″
酒
に
酔
っ

て
道
路
に
寝
て
い
る
者
は
誰
か
が

起
こ
し
に
来
る
ま
で
起
き
て
は
い

け
な
い
の
で
す
）

そ
の
牛
久
保
町
に
明
治
四
十
二

年
竹
本
十
九
一
氏
が
竹
浅
商
店
を

創
業
す
る
。
屋
号
は
十
九
一
氏
の

父
君
が
竹
本
浅
吉
だ
っ
た
こ
が
由

来
だ
そ
う
で
す
。
当
初
は
農
具
の

鎌
が
主
力
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
の
後
は
釘
、
ボ
ル
ト
、
針
金
、

板
金
材
料
、
五
俵
缶
な
ど
へ
時
代

と
共
に
移
行
し
て
い
く
。
昭
和
三

十
一
年
有
限
会
社
竹
浅
商
店
を
設

立
、
代
表
取
締
役
に
長
男
竹
本
四
々

雄
氏
就
任
、
昭
和
四
十
八
年
に
は

本
社
を
現
在
地
の
豊
川
市
松
久
町

－
１
－
へ
移
転
す
る
。
こ
の
頃
に

は
一
般
鋼
材
を
含
む
建
設
総
合
卸

と
な
る
。
釘
、
ボ
ル
ト
等
が
当
初

か
ら
主
力
だ
っ
た
の
で
取
引
先
は

板
金
店
よ
り
工
務
店
、
建
設
会
社

の
ほ
う
が
多
い
。
昭
和
六
十
一
年

四
々
雄
氏
の
長
男
竹
本
尚
美
氏
が

三
代
目
と
な
る
代
表
取
締
役
就
任
。

平
成
四
年
に
は
株
式
会
社
〃
竹

浅
″
に
社
名
変
更
。
平
成
九
年
に

は
豊
川
市
穂
の
原
二
’
一
’
九
の

(3)平成９年９月１５日 板 第３１９号

ワ
ナ
の
顔
を
見
に
い
く
こ
と
と
な

る
。
時
に
は
、
天
気
の
日
に
釣
り
た

い
と
思
い
８
月
３
日
揖
斐
川
の
上

流
の
谷
に
ひ
ぐ
ら
し
蝉
の
声
を
き

き
な
が
ら
仲
間
２
人
と
い
っ
て
き

た
。
朝
、
５
時
に
家
を
出
発
し
、
途

中
、
コ
ン
ビ
一
一
で
、
オ
ー
ー
ギ
リ
と
、

お
茶
カ
ン
を
求
め
て
６
時
に
谷
に

着
い
た
。
す
で
に
、
先
客
が
あ
り
、

単
車
が
止
ま
っ
て
お
り
エ
ン
ジ
ン

は
ま
だ
熱
か
っ
た
。

先
週
発
見
し
た
ば
か
り
の
谷
で

あ
ま
り
人
の
は
い
っ
た
形
跡
が
な

い
の
で
先
客
の
後
に
続
い
た
。

道
か
ら
木
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ

り
、
山
の
斜
面
を
百
ｍ
ほ
ど
上
っ

て
下
り
る
と
谷
に
出
る
が
そ
の
前

愛
知
県
豊
川
市
牛
久
保
町
に
奈

良
時
代
に
創
建
さ
れ
た
、
八
幡
社

が
あ
る
。
仁
徳
天
皇
と
応
神
天
皇

が
お
肥
り
さ
れ
て
お
り
毎
年
〃
若

葉
祭
〃
が
行
わ
れ
ま
す
。
別
名

「
う
な
こ
う
じ
祭
り
」
と
い
い
、

奇
祭
で
有
名
で
す
。
一
色
城
主
、

牧
野
成
時
（
古
白
）
が
駿
河
の
領

主
、
今
川
氏
親
に
馬
見
塚
（
現
の

豊
橋
）
に
築
城
を
命
じ
ら
れ
、
喜

ん
だ
古
白
が
八
幡
社
に
御
神
酒
を

献
じ
家
臣
と
共
に
祝
い
、
こ
の
と

き
境
内
の
若
葉
が
照
り
映
え
る
の

を
見
て
句
を
詠
み
〃
若
葉
祭
〃
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
代
々
領
民
を

城
中
に
招
き
酒
食
を
振
る
舞
い
、

酒
に
酔
っ
た
領
民
達
が
帰
る
途
中

ご
ろ
ご
ろ
路
上
に
寝
こ
ろ
び
、
奇

祭
「
う
な
こ
う
じ
祭
り
」
の
始
ま

り
と
い
わ
れ
ま
す
。
（
今
は
四
月

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

員
一
同
励
ん
で
い
ま
す
。
協
力

会
は
竹
浅
会
を
結
成
し
職
人
、

下
請
け
会
社
と
の
親
睦
と
研
修

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

◎
社
史
商
号株
式
会
社
竹
浅

創
業明
治
四
十
二
年

創
業
地
豊
川
市
牛
久
保
町
常
盤
二

創
業
者
竹
本
十
九
一

会
社
設
立

昭
和
三
十
一
年

本
社豊
川
市
松
久
町
一
’
一

惨
代
表
取
締
役
竹
本
尚
美
氏

愛
知
県
亜
鉛
鉄
板
問
屋
会
為
…
烈
静

み
ぷ
刑
が
球
‐
会
員
会
社
紹
介

第
十
三
回
株
式
会
社
竹

陰
揖
斐
川
上
流
の
谷
で

釣
を
す
る
佐
藤
氏

◆
◆
◆
雨
の
日
に
は
釣
り
に
限
る
◆
◆
◆

謡沌鑑導符尋毒

浅

今
年
の
７
月
は
雨
の
日
が
よ
く

続
い
た
。

屋
内
の
加
工
仕
事
も
な
く
雨
の

日
が
続
く
と
カ
ッ
パ
を
着
て
外
仕

事
に
い
っ
た
も
の
だ
が
最
近
は
渓

流
釣
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
加
工
仕

事
が
あ
っ
て
も
ど
ん
な
に
忙
し
く

て
も
雨
の
日
は
釣
り
に
い
く
こ
と

が
多
い
。

朝
、
目
が
覚
め
て
、
雨
音
が
聞

こ
え
て
く
る
と
、
そ
れ
は
楽
し
い

一
日
の
始
ま
り
な
の
だ
。

い
つ
も
の
よ
う
に
、
喫
茶
店
で

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
中
日
ス
ポ
ー
ツ
の
釣
り
情
報

を
見
て
い
る
と
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
外
仕
事
の
職
業
を
も
つ
釣
り
仲

間
が
集
ま
り
意
気
投
合
し
車
で
１
，

２
時
間
の
山
の
谷
に
ア
マ
ゴ
や
イ

▲新工場鋼材・金属加工センター

鋼
材
、
金
属
加
工
セ
ン
タ
ー

豊
川
市
穂
の
原
二
’
一
’
九

エ
ク
ス
テ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

豊
川
市
山
道
町
一
’
七
十
三

代
表
取
締
役

竹
本
尚
美

資
本
金
三
千
六
百
万
円

従
業
員
十
八
名
（
女
子
四
名
）
東
三
吉
田

工
業
団
地
に
敷

地
四
千
㎡
建
物
》

千
四
百
㎡
の
鋼
鐸

材
皿
上
セ
ン
タ
Ｌ
》

金
属
加
工
セ
ン
》

タ
ー
を
建
設
。
銃

◎
営
業
品
目
》

建
設
資
材
、
》

一
般
鋼
材
、
》

電
動
工
具
、

土
木
機
械
工
騨

具
、
エ
ク
ス

テ
リ
ア
、
金

属
成
型
加
エ

屋
根
工
事
、
、

外
壁
工
事
、

板
金
工
事
等

◎
会
社
の
モ
ッ

ト
ー「
誠
実
」
社
：

は
Ｖ
字
型
に
岩
盤
が
そ
そ
り

立
ち
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
し
な
け
れ
ば
前
に
は
進
め

な
い
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
失
敗
し
た
の
か
下
の
岩

に
猪
の
死
骸
が
ひ
っ
か
か
っ

て
い
た
。
合
掌

倒
木
で
丸
木
橋
を
作
っ
て

渡
る
な
ど
険
し
い
道
程
な
の

で
常
に
３
人
の
姿
が
確
認
で

き
る
よ
う
交
互
に
釣
り
登
っ

て
い
っ
た
。

私
の
釣
果
は
最
高
妬
セ
ン

チ
塩
焼
サ
イ
ズ
を
８
匹
昼
に

は
谷
を
下
り
た
。

佐
藤

愛

在-----魂 ＄

蕊



定
例
会
５
名

青
年
部
定
例
会

三
役
会
５
名

第３１９号 板 平成９年９月１５日（４）

支
部
役
員
会
妬
名

青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
肥
名

理
事
会
阻
名

こ
の
町
に
は
、
秋
９
月
第
３
日

曜
日
に
、
秋
葉
神
社
祭
礼
手
筒
花

火
が
あ
り
ま
す
。
年
行
司
（
羽
才
）

が
頭
に
な
り
６
町
内
に
よ
る
長
持

道
中
（
長
持
唄
）
夕
方
６
時
頃
笹

に
付
け
た
提
灯
に
火
を
入
れ
宮
入

が
始
ま
り
ま
す
。
大
長
持
は
前
２

人
後
ろ
１
人
で
か
つ
ぎ
ホ
イ
ホ
イ

ホ
イ
ホ
イ
と
ゆ
っ
く
り
宮
入
を
し

ま
す
。
境
内
に
着
く
と
６
町
揃
っ

て
御
払
い
を
受
け
ま
す
。
そ
し
て

い
よ
い
よ
手
筒
花
火
の
打
上
げ
で

す
。
上
げ
る
順
番
は
毎
年
違
い
ま

す
。
若
衆
皿
人
が
手
筒
を
持
っ
て

輪
を
作
り
そ
の
中
心
に
一
巨
見
や
程
持
っ

た
年
行
司
が
は
い
り
ま
す
。
５
人

の
若
衆
が
種
火
を
も
ら
い
一
斉
に

点
火
し
ま
す
。
火
柱
は
妬
、
位
に

も
な
り
ま
す
。
若
衆
達
が
火
の
粉

を
浴
び
る
そ
の
光
景
を
一
度
見
に

来
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

知
立
野
田

支
部
会
合
（
ヘ
ル
メ
ッ

ト
共
同
購
入
・
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
に
つ
い

て
）
虹
名

ｌ
私
の
町
か
ら
～
～

支
部
だ
よ
り

△手筒花火

役
員
班
長
会
巧
名

今
年
は
、
台
風
の
到
来
が
多
い

よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
台
風
に
つ

い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
半
球
の
台
風
は
、
左
廻
り
の

渦
で
北
上
し
ま
す
。

南
半
球
の
台
風
は
、
右
廻
り

（
時
計
廻
り
）
の
渦
で
南
下
し
ま

す
。

こ
こ
で
北
半
球
の
台
風
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
大
風
速
秒
速
三
十
メ
ー
ト
ル
、

真
北
に
時
速
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北
上
す
る
台
風
が
あ
る
と
し
ま
す
。

図
の
よ
う
に
台
風
の
東
側
は
北
向

き
（
南
風
）
で
、
西
側
は
南
向
き

（
北
風
）
に
な
り
ま
す
。

北
上
す
る
速
さ
時
速
十
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
秒
速
に
な
お
す
と
秒

速
五
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
台
風
の
実
際
の
最
大
風
速
は
、

台
風
の
東
側
は
、
三
十
た
す
五
の

秒
速
三
十
五
メ
ー
ト
ル
の
風
速
で
、

西
側
は
三
十
ひ
く
五
の
秒
速
二
十

五
メ
ー
ト
ル
の
最
大
風
速
に
な
り

ま
す
。
結
論
と
し
て
風
の
害
は
台

風
の
東
側
、
南
風
が
一
番
多
い
の

で
す
。

西
尾
大
橋

，
…
台
風
と
風
速
…

部⑥i：

熱療，

鞭争

昭
和
支
部

８
日
支
部
例
会
叫
名

皿
週
日
支
部
親
睦
旅
行
（
博

多
祇
園
山
笠
見
学
）過
名

瑞
穂
支
部

１
日
月
例
会
・
青
年
部
会

同
会
議
塑
名

緑
支
部

四
日
定
例
会
・
全
板
国
保

健
康
保
険
適
用
除
外

の
手
続
き
に
つ
い
て
８
名

中
村
支
部
朗
日
定
例
会
胆
名

名
古
屋
板
金
連
合
会

妬
日
支
部
長
会
９
名

一
宮
支
部

過
日
青
年
部
定
例
会

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
皿
名

躯
日
役
員
会
・
納
涼
夏
ま

つ
り
打
合
せ
４
名

津
島
支
部
５
日
定
例
会
Ⅳ
名

江
南
支
部

過
日
支
部
役
員
会
６
名

尾
張
板
金
連
合
会

妬
日
役
員
会
・
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
打
合
せ

工
場
見
学
（
村
田
機

械
）

碧
南
支
部

肥
日
青
年
部
定
例
会

犯
日
太
子
識
犯
名

▲噴煙を上げる旭岳

７
月
各
支
部
の
動
き

す
る
大
雪
山
群
と
十
勝
火
山
群
、

然
別
火
山
群
、
石
狩
連
邦
で
構
成

さ
れ
た
北
海
道
の
中
央
高
地
で
昭

和
九
年
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た

日
本
最
大
の
山
岳
公
園
で
あ
る
。

整
備
さ
れ
た
自
然
探
勝
道
を
登
り

始
め
る
と
、
ま
ず
背
丈
の
高
い
チ

シ
マ
ニ
ン
ジ
ン
が
真
っ
白
の
花
を

満
開
に
し
て
出
迎
え
て
く
れ
た
。

花
を
見
に
来
た
人
、
山
歩
き
の
人

達
が
皆
自
然
を
満
喫
し
て
い
る
。

辺
り
一
面
、
黄
色
の
花
芯
に
白
い

花
び
ら
の
チ
ン
グ
ル
マ
や
ス
ズ
ラ

ン
に
よ
く
似
た
ピ
ン
ク
色
の
エ
ゾ

ッ
ガ
ザ
ク
ラ
の
群
生
に
黄
色
の
エ

ゾ
キ
ン
バ
イ
ソ
ウ
、
キ
バ
ナ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
赤
紫
の
ミ
ネ
ズ
オ
ウ
に

白
の
イ
ソ
ッ
ッ
ジ
、
岩
影
で
は
コ

マ
ク
サ
や
チ
シ
マ
キ
キ
ョ
ウ
が
彩

り
を
添
え
わ
が
世
の
春
を
誼
歌
、

旭
岳
山
麓
に
繰
り
広
げ
る
花
の
競

演
は
素
晴
ら
し
い
の
一
言
。

視
界
一
八
○
度
の
展
望
台
で
一

休
み
。
目
の
前
に
は
色
と
り
ど
り

位
置
す
る
天
人
峡
と
層
雲
峡
は

山
の
表
と
裏
の
地
形
に
あ
り
大

雪
山
国
立
公
園
に
属
す
る
。

夕
食
前
に
ホ
テ
ル
か
ら
二
十

分
く
ら
い
登
っ
た
所
に
あ
る

「
羽
衣
の
滝
」
を
見
に
行
く
。

自
然
が
造
形
し
た
三
段
の
滝
か

ら
流
れ
落
ち
る
白
く
光
る
水
し

ぶ
き
が
天
女
の
舞
い
を
思
わ
せ

る
。
翌
朝
、
天
気
快
晴
大
雪
山

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
途
中
で
乗
り

継
ぎ
旭
岳
山
麓
の
姿
見
駅
へ
登

る
。
大
雪
山
は
旭
岳
を
中
心
と

圃
冨
固
国

毎
年
夏
が
来
る
と
今
年
こ
そ
は

と
思
い
な
が
ら
実
現
し
な
か
っ
た

北
海
道
大
雪
山
の
お
花
畑
の
写
真

撮
影
ツ
ア
ー
の
願
い
が
か
な
っ
た
。

北
海
道
に
は
真
冬
の
極
寒
体
験
も

合
せ
て
十
数
回
余
り
出
掛
け
て
い

る
の
だ
が
、
こ
の
時
期
で
な
い
と

見
ら
れ
な
い
大
雪
山
の
一
八
○
種

に
も
及
ぶ
高
山
植
物
の
花
と
旭
岳

の
山
歩
き
は
以
前
か
ら
の
念
願
で

あ
っ
た
。
朝
便
で
新
千
歳
空
港
に

着
き
上
川
を
経
て
層
雲
峡
を
観
光

の
あ
と
夕
刻
ホ
テ
ル
天
人
峡
温
泉

に
着
い
た
。
北
海
道
の
中
央
部
に

知
多
支
部

過
日

東
三
支
部

４
日
９
日
弱
日

知
立
支
部

胆
日

豊
田
支
部

四
日

刈
谷
支
部

７
日

西
尾
支
部

９
日
Ⅲ
日

愛

定
例
会
（
ヘ
ル
メ
ッ

ト
共
同
購
入
に
つ
い

て
）
５
名

渉埼蝿無Ｍ
ｄ､..､冷叫
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の
花
が
咲
き
競
い
、
周
辺
は
旭
岳

を
水
面
に
写
し
た
池
と
残
雪
が
点

在
し
、
正
面
に
中
腹
か
ら
幾
筋
も

の
噴
煙
を
上
げ
る
旭
岳
、
そ
の
背

景
に
は
二
千
米
級
の
大
雪
山
系
の

山
々
が
連
な
る
一
大
パ
ノ
ラ
マ
は

圧
巻
だ
。
こ
の
大
自
然
の
中
に
何

時
ま
で
も
浸
っ
て
い
た
い
気
分
に

な
る
。
そ
の
後
、
美
瑛
周
辺
の
ぜ

る
ぶ
の
丘
や
三
愛
の
丘
か
ら
色
づ

き
始
め
た
小
麦
と
ジ
ャ
ガ
芋
畑
ポ

ピ
ー
の
花
盛
り
に
喚
声
を
挙
げ
、

富
良
野
で
は
雄
大
な
十
勝
連
山
を

バ
ッ
ク
に
し
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
色

と
香
り
に
溶
け
込
ま
れ
そ
う
だ
。

あ
と
は
ホ
テ
ル
の
「
海
鮮
市
場
」

で
北
海
道
の
味
覚
食
べ
放
題
と
地

ビ
ー
ル
に
一
行
大
満
足
、
夏
の
花

と
味
満
喫
の
旅
で
あ
っ
た
。

七
月
三
十
日
㈱
曇

三
一
九
号
編
集
会
議

委
員
九
名
出
席

午
後
五
時
終
了
③
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